
rFFmJて霊場じたジョフ1J1
新じく抱って帰ってき悶！
先週の『FFL特集は読んで、くれたかな？ そのなかでちらつと紹介したふ
たつのジ．ヨブ、竜騎士と忍者を舎回は詳しく紹介するぞ。心して読むべし！

わざ L Z奇かい

という技を紹介しよう。これはそ

の名のとおり、竜騎士以外のジョ
やり そうぴ

ブでも、槍が装備できるようにな
ゃη ＂＇れつ

るという もの。槍でしか強烈なダ
あた

メージを与えられないモンスター
たむ

に、どーしてもナイトで立ち向か
ぜいた〈

いたい、なんて賛沢なワガママも

かなえて くれるというわけなのだ。

さらにすっびんの状態だったら、
・0’｝ぞう び 二うげき

槍を装備してジャンプ攻撃するこ
かのうおば そA

とも可能。覚えて損はない ！

『V』の竜騎士が使う ジャンプは
。〈句 、・竜騎士

力イ三台ジャンプ ＇：~~べる と 、 よ も ともとは飛竜の背に乗仏 空を

回の攻撃にかかる時聞がかなり短 ．飛ぶモンスターナを倒す騎士が多智弘

治されている。もちろん、ジャン その並みは‘ずれたジャンプガで、敵
てき山内 う てき に大きなーダメージを与えられる。

プ中は敵の攻撃を受けないし、 敵

がプリ ン三？、けていない晶、 lま か｜こも間目された

こちな 攻撃 伐ずれる三日な 能力か潜んでいQ
い。後手lJから攻撃しても攻撃力が ・－一ー

~~く ならないのも『W』 と筒じだ。 ｜ これまで、 ジャンプ。以芥lこはさ
I み •1:< l川、きし

このジャンプ、これまでこのコ ｜ほとA魅力がなかった竜騎士という

ーナーで福芥してきたアヒVテイ ｜ジョブ。ところがとeっこい、 『V』

としてi践 することができる。ジ｜ て、逼岳士がi持できるアビリテイ

ャンフ。通量がて守るモンクなんて ｜には、ジャンフ。以拡にも説 ＇uなも

のも語れちゃうのだ。攻撃元は強 ｜のがあるのだっ！

いんだけと五平ゐ縫いジョブと、｜ 半の辱追を克てちょうだい。こ

このアビリティを是せば、もう硫 ｜の川jゆうげんゆという誌、誌のH
I すと わざ

いものはない！？ I PとMPを吸い取ってしまう技なの

だ。力タ くてなかなかダメージを
あた てき ，，号q＂ まはう

与えられない敵と、強力な魔法を

パンパン使ってくる敵が、徒党を
〈 釘＋

組んてe襲ってきた 1 そんなとき

のために、この能力を覚えること

をおススメするぞ。

そしてもう ひとつ、やりそうびか
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:.iャシフ亡、敵の

玖撃をかわ世！
竜馬奇土といえば、おそらく誰も

が『FFN』の力インを思い出すこと

だろう。彼が得意としていたジャ

ンプは、敵の攻撃を避けやすく、

しかも攻撃力が2倍になるという

利点力〈あった。しかし、 いったん

ジャンプするとなかなか降りてこ

ない、つまり敵を ｜回攻撃するの

にやたら時聞がかかる、という難

点もあったのだ。

一冒まお手並み拝見
恒竜騎士のジャンプのアニメーシ

ヨンがどのように変わったのか、

順を追って見ていこう。まず左の

写真は、ジャンプした直後の画面。

'IV』のときみたいに一瞬で画面外

へ消え去るのではなく、 キャラの

姿が残像となって残るのだ。
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の場所ヘ戻る
恒敵を攻撃した竜騎士は、もとい

た場所へと戻って〈る。そのとき、

ちゃんと 向きを変えているのも、

二れまでと遣う部分だ。しゅたつ

という感じで着地する寸前に、幅

跳びの要領で体が伸びている。こ

のあたりの錨写の級密さは脱帽。

敵を一万両断！
骨そして一定の，帯空時間が過ぎ、

竜騎士がモンスターの真上から落

下する形で降りてくる。それと岡

崎に敵にダメージを与えるのだ。

上の写真と弧の描きかたを比べて

みよう 。かなり高い位置までジャ

ンプしているのがわかるかな？
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両手に武器を持ち、しかも術が使える強力な昧方・忍者
同月輔の戚力I~ bる 授 は 、 静 の 柄 、 池端、

駄 なのめ！ ？？？？窓口話 機。これか忍者の力だ！楽。
カ鴨業と山た忍者0 "tt（；：二｜武ミや手裏剣なとも金げることが

やホぬすむかなどのコマンド、手裏
けん え人げつり人 ぷ昼

剣や円月輪などの式器がカ ッコよ
ひと お釘

くてもうやみつき、なんて人も多

かったんじゃないかな？
ニAかいにλじゃ 主たい う句~

今回の忍者も、期待を裏切らず、
つカ ＂λ 

じゅうぶん使えるジョブとして存
ざい ＇＂うて 市急

在しているぞ。まず、両手に武器

を持つことができる。使える武器

が攻撃力の高いものばかりなだけ

に、これはうれしいところ。しか
＂＇うリ ι〈

もこの能力は、アビリティとして
Lゅ骨と〈

｛彦得することができるぞf。

しかも君、者はお魔法に勝るとも
おと ，，も咋s' l'.>t"l っか

劣らない強力な術が使えるのだ。

できるぞ。でも投げるとなくなっ

ちゃうカ、ら、 i主意してイ吏ってね。

このほかにも、 勺ナむりだま。や
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雷 迅の術
巻物を使い、敵全員に雷を落と
し、大きなダメージを与える。

圃E種璽
水遁の術
巻物を使うと、敵全員を大きな
洪水力？飲み込み、一網打尽に。

分身
敵の攻撃を避けやすくする。ブ
リンクの魔法と同じ効果がある。

圃忍者，
r!Il：』では最後に隠された職業ーとし ’

て、賢者とともに登場0 ・シプいグ

ラフィックが人気を呼んだ。す速
い身のこなしと強い鵡告か港力。 ．

というのはあリますね。

一一敵に応じて、槍の種類

を変えれば、さらに有効に

攻撃できるということです

ね。ところで忍者ですが、

両手で武器が持てるし、術

も使えて、あ、まけにす速い。

なんだかいいことず

くめのように思える

んですが・一。

スクウエア 忍者は

防具がいまひとつ弱

いんですよ。頑丈な

鎧などが装備できま

せんしね。武器も短剣と円

月輪の2l重類しか装備でき

ないんです。

一一一標準装備に難がある、

ということですか。

スクウェアでも、役に立

火遁の術
同じく巻物を使う。敵全員を燃
え盛る炎で包んで攻撃する。

t7をよりアゴま
敵から逃げる。し、円ボタンより
逃げられる確率が高い。

司園田－置軍司・・回

園麗覇
賞三傷。宅支萄盤
先帝~宝撃のチャンスが増える。
敵がす速い場合は効きにくい。

圃眠聾冨

砂 FFなんでも図鑑 ‘
人聞は、過去の辛い記憶（一

般に精神的外傷と呼ばれる）

を、意識の奥底に封じ込め

ることが多い。賢者テラも、

若いころはその才能のまま

に強力な魔法を身につけて

いた。ところがそれが災い

し、会得した魔法により多

くの人を傷つけてしまう。

辺境の地てeひっそりと暮ら

すようになったテラは、老

いとともに昔覚えた強力な

魔法を忘れてしまった。必

死て．恩い出し、運よく唱え

・・・欧諸司町点適E・・・
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を
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と
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た
が
い

出
せ
れ
ば
強
い
味
方
だ
。

は
日
開
h
崎
市
司
、
川
町

？

‘

寸

J

告書

4
a
h
7
L
f

f
人

終

。
し

的

引

れ

ば

闘

う

て

神

を

し戦
ま

れ

精

尾

も

、

し

忘

の

ず

か

も

て

外

去

ら

の

て

れ

以

過

か

な

れ

忘

法

、

な

い

ら

に

魔

は

少

せ


	img0001
	img0002
	img0003
	img0004
	img0005
	img0006
	img0007
	img0008
	img0009
	img0010
	img0011
	img0012
	img0013
	img0014
	img0015
	img0016
	img0017
	img0018
	img0019
	img0020
	img0021
	img0022
	img0023
	img0024
	img0025
	img0026
	img0027
	img0028
	img0029
	img0030
	img0031
	img0032
	img0033
	img0034
	img0035
	img0036
	img0037
	img0038
	img0039
	img0040
	img0041
	img0042
	img0043
	img0044
	img0045
	img0046
	img0047
	img0048
	img0049
	img0050
	img0051
	img0052
	img0053
	img0054
	img0055
	img0056
	img0057
	img0058
	img0059
	img0060
	img0061
	img0062
	img0063
	img0064
	img0065
	img0066
	img0067
	img0068
	img0069
	img0070
	img0071
	img0072
	img0073
	img0074
	img0075
	img0076
	img0077
	img0078
	img0079
	img0080
	img0081
	img0082
	img0083
	img0084
	img0085
	img0086
	img0087
	img0088
	img0089
	img0090
	img0091
	img0092
	img0093
	img0094
	img0095
	img0096
	img0097
	img0098
	img0099
	img0100
	img0101
	img0102
	img0103
	img0104
	img0105
	img0106
	img0107
	img0108
	img0109
	img0110
	img0111
	img0112
	img0113
	img0114
	img0115
	img0116
	img0117
	img0118
	img0119
	img0120
	img0121
	img0122
	img0123
	img0124
	img0125
	img0126
	img0127
	img0128
	img0129
	img0130
	img0131
	img0132
	img0133
	img0134
	img0135
	img0136
	img0137
	img0138
	img0139
	img0140
	img0141
	img0142
	img0143
	img0144
	img0145
	img0146
	img0147
	img0148
	img0149
	img0150
	img0151
	img0152
	img0153
	img0154
	img0155
	img0156
	img0157
	img0158
	img0159
	img0160
	img0161
	img0162
	img0163
	img0164
	img0165
	img0166
	img0167
	img0168

